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私 の スケ ッチ ・ブ ック(21)

家事労働のゆくえ
―近代家族とグローバル化―

国立民族学博物館助教授

森 明 子

■学 生 宿 舎

　 は じめ て、 ウ ィー ンで生 活 したの は18

年 前 で、大 学 院生 の と きだ った。私 に与

え られ た宿 舎 は、100室 以 上 を有 す る ホ

テル の ような施 設の 一室 だ った。近 代 的

な設備 を備 え た この 建物 に、入 居 を希望

す る人 は多 い とい うこ とだ ったが 、古都

の大 学生 活 を想像 してい た私 は、 モ ダ ン

な宿 舎 にい ささか失望 した。

　 この建 物 は、毎 年、 夏季2ヶ 月、 ほ ん

と うにホテ ル にな った。学 生 の夏季休 暇

中は、観 光客 が押 し寄 せ る ヴ ァカ ンス ・

シーズ ンで あ る。 この時期 、すべ ての入

居者 は私 物 を部屋 か ら一掃 して、部屋 を

あ けわ た した。 ちなみ に、 その私 物 の倉

庫 とされた のが共 用 キ ッチ ンで 、夏季 の

あ いだ じゅう施 錠 され た。 ホテ ル と して

は 中の上 程度 、1泊 の宿 泊 費 は、当然 の

こ となが ら、学 生宿 舎 と しての家 賃 を 日

割 りに した もの よ り、 は るか に高 か った 。

収入 は、建 物 の運営 費 にあ て られた。 ホ

テ ル と して も利 用 可 能 な集 会 室 、バ ー 、

サ ウナ、卓 球場 、 ラ ン ドリーな どを備 え

た宿舎 だ った。

■宿 舎 で 働 く人 々

　 建物 の維 持管 理 は、 ゆ き とどいて いた。

建 物 全体 を学生 が運 営 して いて、 そ の組

織 の もとに何 人 もの人 間が雇用 され てい

た。私 が知 る 限 りで、管 理事務 を統 括 す

る中年 男性 が ひ と り、掃 除担 当の 女性20

人 程度 、営繕 や ガ ーデ ン全 般 にあ た る用

務 担 当の男性 ひ と りがい た。掃 除担 当 は

いず れ も地 中海 地方 出身 の女性 で 、 トル

コ、ギ リシ ャ、ユ ー ゴス ラ ビア、 アルバ

ニア な どか ら来 てい た。 その うち の ひ と

りが、用 務担 当 の男性 と夫婦 で、ふ た り

と もアル バ ニ ア出 身 だ った 。 これ らの

人 々 は、夏季 の ホテ ルで もひ きつづ き働

い てい た。

　 アルバ ニ ア人 の妻 と、ユ ー ゴス ラ ビア

出 身の女性 が2人1組 で、私 の住 んでい
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た フロ アの掃 除 を担 当 して い た。隣 室 の

ギ リシ ャ人学生 を含 めて、 私 はふ た りの

掃 除婦 や用 務担 当 の男性 と親 し く話 をす

る よ うにな った。

　 アルバ ニ ア人夫婦 は、 ウ ィー ンで子供

を育 て てい たが、 ア ルバ ニア に も子 ど も

を残 してい る とい うこ とで 、 その子 を早

く迎 え たい、 とい っ てい た。

　 ユ ー ゴス ラ ビアの女性 も結婚 してい て、

同郷 の夫 は、 ウィー ンの別 の職 場 で働 い

て い た 。彼 女 は ホ テ ル の仕 事 の 合 間 に、

家政婦 として も働 いて い る とい う ことで、

バ イ タ リテ ィに あふ れ、将 来 に向 けて し

っか り蓄財 して いる よ うだ った。

　 当時 の私 は こ とば も未熟 で あ り、知 識

も不足 して いた。 彼 らは、 さま ざ まな こ

とを私 に教 えて くれ た。

■ 掃 除 を他 人 に して も ら う こ と

　他 人 に 自分 の生 活空 間 を掃 除 して も ら

う とい うこ とは 、子供 の ころな ら ともか

く、 大 人 に な って か ら は、 あ ま りな い。

ウ ィー ンで はそ れが 日常生 活 に なっ たわ

け で、助 か る とい う よ りは、 落 ち着 か な

い気 持 ちの ほ うが強 か った。 ほ かの学 生

は どうなの だろ う、 と思 っ てみ たが、 オ

ー ス トリア人 学生 は、掃 除や雑 務 をす る

外 国人 とあ ま り口 を利 くこ とが ない よう

だっ た。 ヨー ロ ッパ とい うの は そ うい う

文化 なのか も しれ ない、 と当 時 の私 は考

えた。

　 当時 、私 が奇異 に感 じた もの が何 であ

ったの か。 その理 由 を、今 にな って整 理

してみ る と、以下 の こ とが あげ られ る。

1)私 の私 的空 間 を、他 人が 掃 除す る。

2)そ の他 人 は、下 層 に属す ら しい 。

3)そ の他 人 は年長 で経験 豊 富 であ る。

4)そ の他 人 と私 は親 しい 関係 にあ る。

　 私 的空 間 を親 しい人が掃 除 す る、 とい

うの は、家 族 間の行 動 にあ た る。 と ころ

が 、 そ れが 他 人 で あ る こ と、 さ らに は 、

その 人が 、 オース トリアや宿 舎 の ヒエ ラ

ル キー(社 会 階層)に おい て、下 位 に属

してい る とい う状況 が 、私 を戸惑 わせ た。

　 今 の私 は、 この ようなね じれ た社会 関

係 が 、現代 の 多 くの都市 で起 こっ てい て、

現 代 世 界 に特 有 の状 況 を投 影 して い る 、

と理解 で きる。以下 で は、西 欧 の家事 労

働 の展 開 過程 に注 目す る こ とか ら、 この

ね じれ につい て考 えて い きたい 。

■ 家 事 と は

　部 屋 の掃 除 は、 ほ ん らい家事 の ひ とつ

で あるが 、そ れが現 代 で は、 しば しば外

部業 者 にゆ だね られ る。 オ フィス の清掃

は もとよ り、 家庭 で も、家 政婦 や ホー ム

ヘ ルパ ーの助 けが重 要 な場 面が い くつ も

あ る。お 年寄 りの食事 の宅 配制 度 も、 日

常生 活 に組 み込 まれ た外食 も、料理 とい

う家 事 の外注 とい える。

　家 事 の内容 は 、地域 によ って多様 で あ

りうる し、時 代 に よって も変化 して きた。

現代 社 会 で起 きてい る状 況 は、 「家事 労

働 の商 品化」 と呼 ぶ こ とがで きる。見 方
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に よって 、家庭 崩壊 とか 、現代 人 の孤 立

化 といわ れる事 象で あ るが、 それ は、 た

とえばマ ク ドナル ドの世界 的 な拡大 と根

を ひ とつ に した現 象 なの であ る。 どこに

視 点 をす えて考 え るか に よって、家 事 労

の範 囲は大 き くも小 さ くもなる。

■ 近 代 以 前 の 家 族

　 家事 労働 が ど こで 、誰 に よって行 われ

てい るか、 とい うこ とか ら考 えて み よ う。

家事 とい う語 は、家庭 生活 を営 むため の

さ まざ まな用 事 とい う意 味か ら成 って い

る。 その場合 、 家庭 が どの よ うな活 動 を

行 うのか、 どの ような人 的構 成 で あ るの

か 、 に よって、家 事 に も さま ざまなバ リ

エ ー シ ョンが起 こ る。

　 近代 以前 の家族 は 「家」 で あ り、そ れ

は生 産 活動 を行 う労働 組織 だ った 。 この

考 え方 は古 くア リス トテ レス に まで さか

のぼ る。18世 紀 に なって ようや く、家族

が 「家 」 か ら独 立 して い く。 「近代 市 民

家族 」 の登場 で あ り、思想 的 に は、 カ ン

トか らル ソー、 ヘ ーゲルへ と展 開 す る潮

流 が こ こにあ る。

　 18世 紀 までの 「家」 は、 どの よ うな生

産機 能 を備 え、 その家 事労 働 を どの よ う

な人が 遂行 して い たのだ ろ うか。例 と し

て詩人 ゲ ーテの両 親 の家庭 をあげ よう。

　　妻が 日常的に店で購入 するものは、酢 、

　油、茶、コー ヒー 、砂糖 、香料等に限 ら

　れていた。肉、卵 、バ ター、ワイン、ジ

　 ャム、穀物や衣料の 自家調 達、自家製造

　が行われていた。その ために常時、料理

　女中1、 家事女中2、 召使1合 計4人 の

　奉公人が使われた 。さらに、そのほか に

　も洗濯婦、針子、 肉屋 、鍛 冶屋等のさま
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　ざまな手工業者が恒常的な関係をもって

　いた。

　家事労働の担い手として家事奉公人の

存在があった。

■近 代 市 民 家 族

　 18世 紀 、工業 の発 展 に よって、 家 はそ

れ まで もって いた生 産機 能 を失 う。商 品

経 済が 発達 し、物資 は市場 で購 入 される

ようにな って い った。 この よ うな状 況 の

中か ら、近代 市 民家 族 モデ ルが形 成 され

た。家 庭 は市場 と切 り離 され て、温 か く、

清 潔で 、教 養 のあ る空 間 と して位 置づ け

られ る よう にな る。 そ こで は夫が生 産 労

働 を担 い 、妻 は家庭 を守 る とされた。

　 この近代 市民 家族 の モデ ルは、 なお 家

事 奉公 人 を組 み込 んで いた。 中産 階級 の

女 性が 、家 庭 を守 りなが ら しか も高潔 な

女 性で あ りつづ け るた め に、 実質 的 な労

働 を担 当す る家事 奉 公人 が必 要 だっ たの

であ る。19世 紀 か ら20世 紀 初頭 にか けて、

家 事奉 公 人の数 は増 大 し続 け、 ピー クに

達 す る。

　 1920年 代 、女性 労働 者 の職 場 は、家庭

か ら工 場へ と展 開 し、家事 奉 公人 は姿 を

消 す。 同時 に、工業 化 の進展 は家庭 の内

部 にお よび、家庭 電 化製 品が 家事 労働 を

代 行す る よ うに なって い った。 この ころ



か ら、上 層市 民 と しての 中産 階級 家族 モ

デ ル は形 骸化 してい く。 また、 アメ リカ

南部 や西 部 で は、 ヨー ロ ッパ系 移 民 にか

わ っ て黒 人 や メキ シコ系 、 ア ジア系 な ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドメステ ィクス

の マ イ ノ リテ ィの女性 が 、家事 奉 公 人 に

なっ てい った。

■ サ ー ビス の 商 品化

　 第二次 世界 大戦 後 、物 を生 産 して商 品

化 す る工 業化 の進 展 は、 もはや頭 打 ち と

い うと ころ まで進 展 す る。 そ こで 次 に商

品化 の ターゲ ッ トと され た のが、 家庭 内

サ ー ビス の商品化 で あ る。 と くに20世 紀

末 に なる と、そ れ は人や物 、 金融 の グ ロ

ーバ ルな流動 化 と連動 して
、 さま ざま な

国 、人 、制度 を巻 き込 んで進 行 した 。現

在 、我 々が 目の 当 た りに してい る状況 が

これ であ る。

　 例 と して、清 掃 業(掃 除)、 レス トラ

ン(料 理)、 ヘ ルス ケ ア(看 病)な どの

諸 業種 をあげ る こ とが で きよ う。 これ ら

の業 種 は、 かつ て家庭 内 で調 達 して いた

サ ー ビス を、商 品 として売 って い るので

あ る。 それ は資 本主義 が 家庭 内 に侵入 し

てい く姿 を示 してい る。

■ 再 生 産 労 働 と い う 考 え 方

　 ここで商 品化 され て いるサ ー ビス を ど

う とら えた らいいだ ろ う。 かつ て これ ら

の サ ー ビス は、家 庭 内 で市場価 値 の ない

労働 と考 え られて いた。 だ が、 それ は決

して価値 の低 い もの で はな く、私 た ちの

生 活 に とって必 要不 可欠 の 、重要 な意味

を もったサ ー ビス であ る。

　 これ らのサ ー ビス は 、 じつ は社 会 的再

生 産 に関 わ ってい る。社 会 的再生 産 とは、

身体 的 ・文化 的 ・社 会 的 に、人 をク リエ

イ ト(創 造)、 リク リエ イ ト(再 創 造)

す る こ とを意 味す る。 身体 を使 う仕 事 も、

心 的、感 情的 な仕事 も、 そ こには含 まれ

て い る。

　商 品化 されたサ ー ビス の実際 の担 い手

と して 、 こ こ に組 み 込 まれ て い るの が 、

女性 で あ り、そ の多 くが社 会 でマ イナ ー

な存在 と して位 置 づ け られて い るこ とに

注意 を喚 起 した い。私 た ちが再 生産 労働

の重 要性 を見 失 って しまえば 、そ の先 に

は、無責 任 な差別 意識 が 口 をあけ て待 っ

て い る。 再生 産労 働 は、清 潔 や健康 、教

育 に も深 く関わ って いて、 私 たち の世界

の 次 世 代 を育 む 労 働 で あ る。 私 た ち は、

そ の ゆ くえを しっか りと見 つ めて ゆ きた

い。
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